
令和６年度 第１回江東区みどりの基本計画後期改定委員会 

次  第 

 

日時：令和 6 年 8 月 2 日（金） １０時 0０分 

場所：江東区文化センター ４階 第２・３会議室 
 

１ 区長挨拶 
 

２ 委嘱状の交付 
 

３ 委員自己紹介 
 

４ 会長、副会長の選出 
 

5 議題 

（1）後期改定の概要及び視点について   （資料１、資料２、資料３、参考１） 

（２）区民アンケート調査について                           （資料４） 

（3）その他 
 

配付資料 

  次第（本紙） 

  江東区みどりの基本計画後期策定委員会設置要綱 

  江東区みどりの基本計画後期改定委員会 委員名簿 

  江東区みどりの基本計画推進会議設置要綱 

  江東区みどりの基本計画推進会議 委員名簿 

  資料１：後期改定の概要及び視点 

  資料２：改定に向けた検討スケジュール 

  資料３：事業進捗状況及び評価・分析 

  資料４：区民アンケート調査設問項目（案） 

  参考１：みどりの基本計画推進会議における主な意見（令和２年度～令和５年度） 

  参考２：重点プロジェクトの取組状況 

  参考３：各施策の取組状況 

  参考４：令和６年度みどりに関する事業 

  参考５：江東区みどりの基本計画推進会議部会の活動報告 

  意見等回答様式 



江東区みどりの基本計画後期策定委員会設置要綱 

令和６年４月１日 

６江土管第２１号 

（設置） 

第１条 江東区における緑地の適正な保全及び緑化の推進を図る江東区みどり

の基本計画の後期計画（以下「後期計画」という。）を策定するため、江東

区みどりの基本計画後期策定委員会（以下「委員会」という。）を設置する。 

（所掌事項） 

第２条 委員会は、次に掲げる事項を所掌する。 

(1) 後期計画の策定に関すること。 

(2) 前号に掲げるもののほか、緑地の適正な保全及び緑化の推進に関し委員

会が必要と認める事項 

（組織） 

第３条 委員会は、委員長、副委員長及び委員をもって構成する。 

２ 委員は、次に掲げる者のうちから、区長が委嘱又は任命する委員１７名以

内の者をもって組織する。 

(1) 学識経験者 

(2) みどり（植物、樹林地、草地、水辺、広場等、動植物が生息し、自然と

人とが共生する環境やその恩恵、人との関わりによる文化等を含めたもの

をいう。以下同じ。）に関する活動を行う団体関係者 

(3) みどりに関する活動を行う事業者 

(4) 江東区立小学校長会代表 

(5) 町会及び自治会代表 

(6) 公募区民 

(7) 政策経営部長 

(8) 環境清掃部長 

(9) 都市整備部長 

(10) 土木部長 

(11) 教育委員会事務局次長 

 (12) 前各号に掲げる者のほか、区長が必要と認める者 



３ 委員長及び副委員長は、委員の互選により選出する。 

（任期） 

第４条 委員の任期は、委嘱又は任命の日から後期計画の策定が完了する日ま

でとする。 

（運営） 

第５条 委員長は、委員会を招集し、会務を総理する。 

２ 副委員長は、委員長を補佐し、委員長に事故があるとき又は委員長が欠け

たときは、その職務を代理する。 

３ 委員長は、必要があると認めるときは、委員以外の者の出席を求め、又は

他の方法で意見を聴くことができる。 

（幹事会） 

第６条 委員会における協議に必要な事項を調査検討するため、幹事会を置く。 

２ 幹事会は、幹事長、副幹事長及び幹事をもって構成する。 

３ 幹事長は、土木部長をもって充てる。 

４ 副幹事長は、土木技術担当部長をもって充てる。 

５ 幹事は、別表第１に掲げる者をもって充てる。 

６ 幹事長は、幹事会を招集し、会務を総理する。 

７ 副幹事長は、幹事長を補佐し、幹事長に事故があるとき又は幹事長が欠け

たときは、その職務を代理する。 

８ 幹事長は、必要があると認めるときは、幹事以外の者の出席を求め、又は

他の方法で意見を聴くことができる。 

（庶務） 

第７条 委員会及び幹事会の庶務は、土木部管理課及び河川公園課において処

理する。 

（委任） 

第８条 この要綱に定めるもののほか、委員会の運営に関し必要な事項は、委

員長が別に定める。 

別表第１（第６条関係） 

政策経営部企画課長、政策経営部計画推進担当課長、総務部営繕課長、地域

振興部地域振興課長、こども未来部保育政策課長、環境清掃部温暖化対策課



長、都市整備部都市計画課長、土木部管理課長、土木部道路課長、土木部河

川公園課長、土木部施設保全課長、教育委員会事務局学校施設課長、教育委

員会事務局指導室長 



令 和 ６年 ８⽉ ２⽇ 
 

江東区みどりの基本計画後期改定委員会 委員名簿 
 

【構成員】 
№ 職名 氏 名 等 団 体 備 考 
１  島田 正文 一般社団法人⽇本公園緑地協会 研究顧問 

 学識経験者 
２  柳井 重人 千葉⼤学 ⼤学院園芸学研究院 教授 

３  橋本 敏之 枝川 2・3 丁目町会（町会及び自治会代表）  町会及び自治会代表 

４  ⼋⽊澤 あや⼦ 区⺠応募 
公募区⺠ 

5  葭葉 抄⼦ 区⺠応募 

6  美濃又 哲男 みどりネット Koto 代表 
 みどり活動団体 

7  須永 俶⼦ NPO 法人江東区の⽔辺に親しむ会 理事⻑ 

8  佐々⽊ 貴智 NEC ソリューションイノベータ株式会社 
 みどり活動事業者 

9  渡部 陽介 清⽔建設株式会社 技術研究所 

10  ⼩林 英忠 第五砂町⼩学校校⻑  ⼩学校⻑会代表 

11  炭⾕ 元章 政策経営部⻑ 

 ⾏政 

12  池田 良計 環境清掃部⻑ 

13  ⽴花 信⾏ 都市整備部⻑ 

14  ⽯井 康弘 ⼟⽊部⻑ 

15  ⻘柳 幸恵 教育委員会事務局次⻑ 

 
【幹事会構成員】 

№ 職名 氏 名 等 所 属 備 考 
１ 幹事⻑ ⽯井 康弘 ⼟⽊部⻑  

２ 副幹事⻑ ⼭田 英典 ⼟⽊技術担当部⻑  

３  ⼤塚 尚史 政策経営部企画課⻑  

４  前田 敦史 政策経営部計画推進担当課⻑  

5  藤原 慶 総務部営繕課⻑  

6  上原 新次 地域振興部地域振興課⻑  

7  渡邊 明雄 こども未来部保育政策課⻑  

8  ⻄⾕ 淳 環境清掃部温暖化対策課⻑  

9  ⾕川 寿朗 都市整備部都市計画課⻑  

10  ⼤野 俊明 ⼟⽊部管理課⻑  

11  召田 和也 ⼟⽊部道路課⻑  

12  清田 光晴 ⼟⽊部河川公園課⻑  

13  古⽊ 健人 ⼟⽊部施設保全課⻑  

14  ⻄尾 基宏 教育委員会事務局学校施設課⻑  

15  ⾦指 ⼤輔 教育委員会事務局指導室⻑  

 



江東区みどりの基本計画推進会議設置要綱 

令和２年８月１７日 

２江土管第１８２３号 

（設置） 

第１条 都市緑地法（昭和４８年法律第７２号）第４条の規定に基づき策定し

た「江東区みどりの基本計画」（以下「計画」という。）の進捗管理及び評

価並びに江東区における緑化の推進を図るため、江東区みどりの基本計画推

進会議（以下「推進会議」という。）を設置する。 

（所掌事項） 

第２条 推進会議は、次の事項を所掌する。 

(1) 計画の進捗管理及び評価に関する事項 

(2) 緑化の推進に関する事項 

(3) 前２号に掲げるもののほか、緑化を推進するために区長が必要と認める

事項 

（組織） 

第３条 推進会議は、会長、副会長及び委員をもって構成する。 

２ 委員は、次に掲げる者のうちから、区長が委嘱又は任命する委員２５名以

内の者をもって組織する。 

(1) 学識経験者 

(2) みどり（植物、樹林地、草地、水辺、広場等、動植物が生息し、自然と

人とが共生する環境やその恩恵、人との関わりによる文化等を含めたもの

をいう。以下同じ。）に関する活動を行う団体関係者 

(3) みどりに関する活動を行う事業者 

(4) 江東区立小学校長会代表 

(5) 町会及び自治会代表 

(6) 公募区民 

(7) 土木部長 

(8) 企画課長 

(9) 営繕課長 

(10) 地域振興課長 



(11) 保育課長 

(12) 温暖化対策課長 

(13) 都市計画課長 

(14) 管理課長 

(15) 道路課長 

(16) 河川公園課長 

(17) 施設保全課長 

(18) 学校施設課長 

(19) 指導室長 

(20) 前各号に掲げる者のほか、区長が必要と認める者 

３ 会長及び副会長は、委員の互選により選出する。 

（任期） 

第４条 前条第１号から第６号までに掲げる委員の任期は、委嘱の日からその

日の属する年度の翌年度の末日までとし、再任を妨げない。ただし、委員が

欠けた場合における補欠の委員の任期は、前任者の残任期間とする。 

（運営） 

第５条 会長は、推進会議を招集し、会務を総理する。 

２ 副会長は、会長を補佐し、会長に事故があるとき又は会長が欠けたときは、

その職務を代理する。 

３ 会長及び副会長に事故があるときは、あらかじめ会長が指名する委員がそ

の職務を代理する。 

４ 会長は、必要があると認めるときは、委員以外の者の出席を求め、又は他

の方法で意見を聴くことができる。 

（部会） 

第６条 会長は、必要があると認めるときは、推進会議の承認を得て、部会を

置くことができる。 

２ 部会は、推進会議の承認を得て会長が指定する事項について、調査及び検

討し、その内容を推進会議に報告する。 

３ 部会は、部会長及び部会員をもって構成する。 

４ 部会長及び部会員は、推進会議の構成員のうちから会長が指名する。 



５ 前項の規定にかかわらず、会長は、必要があると認めるときは、推進会議

の構成員以外の者を部会員として指名することができる。 

６ 部会長は、部会を招集し、会務を総理する。 

７ 部会長は、必要があると認めるときは、部会員以外の者の出席を求め、又

は他の方法で意見を聴くことができる。 

（庶務） 

第７条 推進会議及び部会の庶務は、土木部管理課において処理する。 

（委任） 

第８条 この要綱に定めるもののほか、推進会議及び部会の運営に関し必要な

事項は、会長が別に定める。 

   附 則 

 この要綱は、令和２年９月１日から施行する。 

 



令 和 ６年 ８⽉ ２ ⽇ 
 

江東区みどりの基本計画推進会議 委員名簿 
 

【構成員】 
№ 職名 氏 名 等 団 体 備 考 
１  島田 正文 一般社団法人⽇本公園緑地協会 研究顧問  学識経験者 

２  柳井 重人 千葉⼤学 ⼤学院園芸学研究院 教授  

３  橋本 敏之 枝川 2・3 丁目町会（町会及び自治会代表） 

 区⺠代表 

４  ⼋⽊澤 あや⼦ 区⺠応募 

5  葭葉 抄⼦ 区⺠応募 

6  美濃又 哲男 みどりネット Koto 代表 

7  須永 俶⼦ NPO 法人江東区の⽔辺に親しむ会 理事⻑ 

8  佐々⽊ 貴智 NEC ソリューションイノベータ株式会社 

9  渡部 陽介 清⽔建設株式会社 技術研究所 

10  ⼩林 英忠 ⼩学校⻑会代表 

11  ⽯井 康弘 ⼟⽊部⻑ 

 ⾏政 

12  ⼭田 英典 ⼟⽊技術担当部⻑ 

13  ⼤塚 尚史 企画課⻑ 

14  藤原 慶 営繕課⻑ 

15  上原 新次 地域振興課⻑ 

16  渡邊 明雄 保育政策課⻑ 

17  ⻄⾕ 淳 温暖化対策課⻑ 

18  ⾕川 寿朗 都市計画課⻑ 

19  ⼤野 俊明 管理課⻑ 

20  召田 和也 道路課⻑ 

21  清田 光晴 河川公園課⻑ 

22  古⽊ 健人 施設保全課⻑ 

23  ⻄尾 基宏 学校施設課⻑ 

24  ⾦指 ⼤輔 指導室⻑ 

 



1 

後期改定の概要及び視点 

計画改定にあたっての考え方 

 

１ みどりの基本計画改定の目的 

今回の改定は、令和 2 年 3月に策定した「江東区みどりの基本計画（以下、「現行計画」という）」が、令

和６年度に計画期間（令和 2 年度～令和 11 年度）の中間年次を迎えることから、これまでの取組の状況を評

価・分析するとともに、「江東区長期計画」をはじめとする上位関連計画との整合、近年の社会情勢等を踏ま

えた新たな取組を推進していくため、現行計画を見直し、「江東区みどりの基本計画（後期）」（以下、「後

期計画」という。）として改定することを目的とします。 
 

２ 「みどり」の定義 
木や草等の植物を「緑」とします。 

それに対して、植物自体だけでなく、樹林地、草地、水辺、広場等、動植物が生息し、自然と人とが共生す

る環境やその恩恵、人との関わりによる文化等を含めたものを「みどり」とします。 

 

３ みどりの基本計画の位置付け 

後期計画は、「江東区長期計画」、「江東区都市計画マスタープラン」及び、「江東区環境基本計画」、「江

東区景観計画」をはじめとする他の分野別計画、国・東京都の諸計画との整合、連携を図りながら、区の将来

像「みんなでつくる伝統、未来 水彩都市・江東」の実現に向けた取組を示すものです。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

４ 計画期間 

計画期間は令和 7年度から令和 11 年度とします。 

※計画期間を令和 2年度から令和 11年度とする令和 2年 3月に策定された現行計画の後期計画 

 

５ みどりを取り巻く社会情勢 

（１）社会情勢の変化 

◆カーボンニュートラルの実現・気候変動等への適応への取組の加速（地球温暖化、大雨等の頻発・激甚化

への早期対応） 

◆ネイチャーポジティブ達成に向けた取組（「昆明・モントリオール生物多様性枠組」採択(令和 4年 

12 月)） 

◆新型コロナウイルス感染症の流行による暮らしや価値観の変化 

◆持続可能な開発目標（ＳＤＧｓ）の達成に向けた取組の加速 

（２）国・東京都の動向 

① カーボンニュートラルの実現・気候変動等への適応等 

◆国では、国民の最も日常生活に身近なＣＯ２吸収源対策として、都市緑化等の推進を位置づけた。 

◆東京都では、「生物多様性の恵みを受け続けられる、自然と共生する豊かな社会の実現」をみどり関連の

戦略として位置づけられた。気候変動の緩和と適応の両面から生命・財産を将来にわたって守る施策を

展開している。 

② ネイチャーポジティブ 

◆国や東京都では、2030 年までに「ネイチャーポジティブ：自然再興」を目指し、それぞれ戦略を推進し

ている。 

③ 緑全般に関する政策等 

◆国では、まちづくりＧＸ（グリーントランスフォーメーション）を推進。法改正により、都市において緑

地の質・量両面での確保等を推進。民間事業者等による良質な緑地確保の取組に係る認定制度を構築中

である。 

◆東京都では、区内の 7事業が「今後まとまった緑を創出するまちづくり事業」として位置づけ。令和 5 年

7 月から、100年先を見据えた新たな緑のプロジェクト「東京グリーンビズ」を始動した。 

④ 公園に関する政策等 

◆国では、都市公園の意義・役割として、「個人と社会の Well-being（ウェルビーイング）の向上に向け、

地域の課題や公園の特性に応じポテンシャルを更に発揮すること」を重要視している。 

◆東京都では、水と緑溢れる東京の実現と災害に強い都市の構築していくため、重点的に整備すべき公園・

緑地（区内では 3 箇所）の整備を促進。令和 6年 3 月に都立公園全体の「パークマネジメントマスター

プラン」を改定した。 

⑤ グリーンインフラ推進による複合的な地域課題の解決 

◆国ではグリーンインフラの推進等により、ＣＯ２吸収源対策、防災・減災、自然豊かな生活空間の確保な

ど、自然環境の多面的な機能を活用した複合的な地域課題解決を図る取組を推進することを位置づけた。

グリーンインフラをあらゆる分野・場面で実装（ビルトイン）することを目指す。令和 5年 9 月に「グ

リーンインフラ推進戦略 2023」を策定した。 

（３）江東区の動向 

① 人口動向 

◆大規模開発が進められた臨海部を中心に人口は増加傾向。当面は増加していく予測である。 

② まちづくりの推進 

◆令和 7年 3月に「江東区長期計画(後期)」を改定（予定）する。ＣＩＧの考え方を継承する。 

◆令和 4年 3月に、まちづくりの指針となる「江東区都市計画マスタープラン 2022」を策定した。 

③ 自然との共生・脱炭素社会への転換に向けた取組の強化 

◆令和 6 年 3 月に「ゼロカーボンシティ江東区実現プラン」、令和 7 年 3 月に「江東区環境基本計画」を

策定（予定）する。脱炭素社会への転換、みどりの保全・育成、気候変動の影響への適応などへの取組が

強化。令和 6年度～令和 7 年度にかけて、「江東区生物多様性地域戦略」を策定している。 

④ 大規模開発による都市機能の向上 

◆各地区の特性に応じた魅力あるまちづくりを推進されている。  

分野別計画 

関連計画 

江東区長期計画(後期) 
（令和 7～11 年度） 

江東区みどりの基本計画 
（令和2 年3月策定） 

 

江東区 

みどりの基本計画（後期） 

（令和 7～11 年度） 

＜緑・環境＞ 

整合 

見直し 

江東区都市計画マスタープラン 
（令和 4年 3月策定） 

＜緑・環境＞ 

江東区 

（令和7～12 年度） 

国
・
東
京
都
の
諸
計
画 

整合 

＜まちづくり＞ 
江東区 
景観計画 

（平成25年 4 月策定） 

江東区基本構想（平成21 年3 月策定） 

整合 

整合 連携 

整合 

等 

整合 

資料１ 
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６ みどりの機能 

みどりは、私たちの快適で安全な暮らしに貢献する多様な機能を持っており、新型コロナウイルス感染症の

流行を契機に浸透した「Well-being（ウェルビーイング）※」にも深く関わっています。近年は、その機能を

より多様な側面から捉えることが求められており、後期計画においては、みどりの機能を江東区の課題解決に

向けた取組に活用していきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
★Well-being（ウェルビーイング）とは・・・ 

 身体的・精神的・社会的に良好で満たされた状態にあることを示す概念 

みどりの現状と改定に向けた課題 

１ 江東区のみどりの現状 

（１）緑被率(令和 4 年度) 

◆区全体の緑被面積は 903.75ha、緑被率は 21.01％（7位/23 区） 

◆令和 29年度と比較すると、緑被面積は 152.49ha、緑被率は 2.31ポイント上昇した。（23 区中 9位から 7

位へ） 

◆区全体の緑被分布としては、都立木場公園、都立猿江恩賜公園、都立夢の島公園、都立辰巳の森緑道公園、

都立若洲海浜公園、都立海の森公園等の大規模な公園や大学・社寺等、区内を縦横に流れる河川沿いの仙

台堀川公園や横十間川親水公園等にまとまった緑被地が存在する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地
域
別 

緑
被
率 

◆緑被率が最も高い地域は、南部地域（24.53％）、次いで深川地域（16.14％）、最も低い地域は、城東地域（15.89％） 

◆深川地域、城東地域は、樹木の占める比率が高いのに対して、南部地域は、草地の占める割合が樹木と同程度に高く、主な要因

としては、海の森公園や若洲海浜公園、夢の島公園などの大規模な草地を有する公園が多いことがあげられる 

◆平成 29 年度と比較すると、いずれの地域でも緑被地は増加。南部地域は、海の森や中央防波堤外側埋立地の一部が区域に含まれ

たこともあり最も増加（144.65ha 増） 

屋
上
緑
化
の
状
況 

◆区内における屋上緑化は 2,909 箇所、合計面積は 40.64ha  

◆箇所数では、城東地域（1,369 箇所）が最も多く、特に城東北部地区（800 箇所）に多い。次いで深川地域（1,052 箇所）、南部地

域（488 箇所）  

◆面積では、南部地域（27.25ha）が最も多く、特に南部地区西（17.11ha）に多い。次いで城東地域（7.98ha）、深川地域（5.41ha） 

◆1 箇所当たりの面積を見ると南部地域では大規模な施設の屋上緑化が多く、深川地域や城東地域では住宅などの小規模な屋上緑

化が多い 

◆平成 29 年度と比較すると、区全体では、箇所数は 236 箇所減少、面積では 9.22ha 増加。南部地域では箇所数・面積ともに増加、

城東地域では箇所数は増加、面積は減少、深川地域では、箇所数・面積ともに減少 

◆豊洲市場などによる大規模な屋上緑化により、区全体での屋上緑化面積は増加したものの、深川地域を中心に、30 ㎡未満の小規

模な屋上緑化が減少したことにより、区全体の箇所数は減少 

樹
林
地
の
状
況 

◆区全体の樹林は、2,439 箇所、合計面積は361.42ha、1 箇所あたりの面積は 1,482 ㎡ 

◆地域別にみると、箇所数では、南部地域（1,056 箇所）が最も多く、次いで城東地域（737 箇所）、深川地域（646 箇所） 

◆面積では、南部地域（226.87ha）が最も多く、次いで深川地域（69.24ha）、城東地域（65.31ha） 

◆1 箇所当たりの面積を見ると南部地域（2,148 ㎡/箇所）が最も大きく、次いで深川地域（1,072 ㎡/箇所）、城東地域（886 ㎡/箇

所）。南部地域の1箇所当たりの面積が大きい要因としては、大規模な集合住宅や商業施設が多いこと、海の森公園が区域に含

まれたことがあげられる 

◆平成 29 年度と比較すると、区全体では、箇所数は 152 箇所、面積は 63.68ha 増加 

◆地域別にみると、深川地域、南部地域では箇所数・面積ともに増加、城東地域では箇所数・面積ともに減少 

 

（２）緑視率(令和 4年度) 

◆区全体の平均緑視率は 17.2％で、平成 30年度（平均緑視率 16.3％）と比較すると 0.9ポイント上昇した。 

◆現行計画の令和 11 年度までの目標値の 1つでもある「緑視率 22.0％」を超えた調査箇所は、1,727箇所中、

513箇所。（平成 30年度よりも 2.7ポイント上昇） 

◆地区別にみると、深川南部地区以外では、平成 30年度よりも平均緑視率が上回る結果。南部地区の平均緑

視率が最も高く 23.3％、対して深川北部地区が最も低く、11.7％となっています。 

◆区北側に位置する深川地域や城東地域では、古くから市街地が形成されている地域であり、住宅が密集し

ている箇所も多く、樹林地も限られていることもあり、南部地域と比較すると緑視率が低くなっているも

のと考えられる。 

 

（３）公園の整備状況 

◆区内には、令和 6年 4月 1日現在、区立公園 172 箇所、都立公園（海上公園を含む）26箇所、国営公園 1

箇所、区立児童遊園 99箇所、合計約 510.2haが整備されている。 

◆住民一人当たりの公園面積は、9.46 ㎡/人で、平成 30 年度（8.72 ㎡/人）と比較すると 0.72 ㎡/人上昇し

ており、江東区都市公園条例の標準である 10.0 ㎡/人をほぼ満たしている。（23 区中 3位） 

◆平成 30年度以降、新規に増えた公園は、海上公園 2 箇所、区立公園 4箇所、児童遊園 6箇所の計 12箇所。 

  

ＣＩＧビジョンにおける 

みどり機能の捉え方 

地球温暖化防止 

生物多様性の保全 

現行計画における 

みどり機能の捉え方 

 

後期計画における 

みどり機能の捉え方 

環境・生物多様性 

景観形成 

防災・減災 

子育て・教育 

健康・福祉 

都市防災機能の向上 

市民活動の場、 

憩いの場の提供 

コミュニティ形成 

観光・にぎわい 

歴史・文化 豊かな地域づくり、 

地域の活性化 

 
環境・生物多様性 

景観形成 

防災・減災 

子育て・教育 

健康・福祉 

コミュニティ形成 

観光・にぎわい 

歴史・文化 

Well-being 

の向上へ 

貢献 

重要度ＵＰ 

重要度ＵＰ 

近年の 

主な動向 

★
ネ
イ
チ
ャ
ー
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
（
自
然
再
興
） 

★
脱
炭
素
社
会
の
実
現
・
気
候
変
動
へ
の
適
応 

★
持
続
可
能
で
よ
り
よ
い
社
会
の
実
現 

等 

重要度ＵＰ 

み
ど
り
の
も
つ
多
様
な
機
能
の
発
揮 

(

生
活
環
境
の
向
上
、
地
域
課
題
の
解
消
等
）

有明親水海浜水公園（海上公園） 潮見しぶさわ公園（区立公園） 
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２ 現行計画における施策の進捗状況 

（１）目標達成状況 

現行計画の「計画の達成状況を示す目標」をみると、いずれも現状値は基準値よりも向上しています。 

■現行計画における「計画の達成状況を示す目標」の達成状況 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■現行計画における「区民評価に関する目標」の達成状況 

 ※区民評価に関する目標の現状値は、区民アンケートを実施後に確定。 

指標 
基準値 

（平成30年度） 

現状値 
（令和 6年度） 

目標値 
令和 11 年度 

みどり（水辺と緑）に満足している区民の
割合 

74.4％ 
（令和元年度） 

71.9％ 
（令和 5年度） 

80％ 

みどりがあることで美しいまちなみが保た
れていて気持ちいいと思う区民の割合 

61.2％ 
※ 

（令和 6年度） 
70％ 

みどりがあることで子育てしやすいと思う
区民の割合 

44.5％ 
※ 

（令和 6年度） 
50％ 

みどりがあることで災害時の安全性が感じ
られる区民の割合 

43.9％ 
※ 

（令和 6年度） 
60％ 

みどりに関する活動に取り組んでいる区民
の割合 

43.6％ 
※ 

（令和 6年度） 
50％ 

 

（２）事業の実施状況 

  計画の実現に向けては、4つの基本方針を設定しています。また、基本方針ごとに取り組むべき施策を定めて

おり、その中で目標達成に向けて先導的な役割を果たす取組を重点プロジェクトに位置付けています。 
① 各施策の事業 

◆各事業は、毎年、「江東区みどりの基本計画推進会議」で進捗状況を評価・点検しており、新型コロナウ

イルス感染症拡大の影響により、延期した事業もみられましたが、それ以外の事業は概ね計画どおり事

業が実施されていますが、一部の事業では見直し等も必要となっています。（詳細は資料 3参照） 

基本方針 見直し等が必要な主な事業 
 
基本方針 1 
みどりを水彩都市・
江東の魅力づくり

に活かします 

 
◆「みどりのまちなみづくり事業 (緑化指導)」では、植栽の維持管理方法に対する指導等が
開始しされており、今後は緑化完了後の調査や既存樹木への対応策等が求められます 

◆事業検討段階にある「みどりのまちなみづくり事業 (民間緑化顕彰制度)」、「ＣＩＧ民間緑

化推進事業 (江東区みどり 100 景)」については、今後、事業実施にむけ具体的な検討が求
められます 

 

 
基本方針2 
みどりをより柔軟

に使えるようにし
ます 

 
◆事業実施に向け調査研究段階にある「公園施設長寿命化計画策定事業」については、今後、

事業実施にむけマネジメント的な視点も取り入れながら具体的な検討が求められます 

◆「苗圃及び区民農園維持管理事業」は、区民農園の申し込み倍率が高く、今後、農体験がで
きる場所等の拡充が求められています 

 
基本方針3 
みどりを安全と生
命を支えるために
充実させます 

 
◆「みどりのまちなみづくり事業（花壇等・屋上等助成）」では、助成に至った実績は3件で

すが、相談は受けている状況にあり、今後は、ニーズに即した、より区民が利用しやすい助
成内容への見直し等が求められます 

◆「街路樹等維持管理事業」では、継続して街路樹の健全度の調査を実施するとともに、倒木

の恐れがある街路樹の計画的な伐採や伐採後の対応等も含めた維持管理を行うため、更新
計画等が求められます 

 
 
基本方針4 
みどりをみんなで

守り育て伝えます 

 
◆「ＣＩＧ民間緑化推進事業(みどりの基本計画推進会議)」では、みどりの基本計画推進会

議のほか、部会も月1回ペースで開催されております 
みどりのまちづくりに関する提案や緑化イベントへの参加等、部会での活動が活発に行

われており、こういった活動を持続的に江東区のみどりのまちづくりへ活かしていくため、
位置づけや仕組みづくり、計画や施策へ反映してくことが求められます 

◆事業検討段階にある「ＣＩＧ民間緑化推進事業 (みどりの顕彰制度)」については、今後、
事業実施にむけ具体的な検討が求められます 

 
 
その他 
みどりの基本計画
推進会議での主な
意見 

（詳細は参考1 参照） 

 
◆民有地を含めた既存樹木等の保全・更新、維持管理方法の検討（開発時の伐採、管理不足等

による消失等を防止） 
◆地域特性、防災機能、多様化するニーズ等に対応できる公園づくりをさらに推進（パーク

マネジメント） 
◆ネイチャーポジティブ実現に向けた取組の推進（民間緑地の認証制度登録促進など） 

◆区民・事業者、行政等、多様な主体が連携・情報共有できる仕組みの構築 
◆ＣＩＧの取組等の認知度向上、参加促進につながる情報発信の充実 
◆中間時点での事業評価は、実施の有無だけでなく、目標に対しての貢献度を評価・分析す

る必要がある 

 

② 重点プロジェクト 
◆現行計画では、4つの重点プロジェクトを定めており、概ね順調に事業が実施されています。 

重点プロジェクト 事業 内容 

水辺の緑化推進プロジェクト 水辺・潮風の散歩道整備事業 散歩道整備 

ＣＩＧ公共緑化（屋上・壁面緑化） 屋上・壁面緑化 

ＣＩＧ公共緑化（風の道緑化） 橋台敷地緑化 

ＣＩＧ公共緑化（公園内接道緑化） 公園接道部緑化 

ＣＩＧ公共緑化（シンボルツリー） 駅前緑化 

ＣＩＧ公共緑化（地域特性緑化） 地域特性緑化 

みんなでつくる公園プロジェ

クト 
若洲公園整備事業 事業化に向けた検討・調査 

公園改修・児童遊園改修事業（改修・機能

再編） 

地域のニーズを反映した改修 

安全・安心なまちづくりプロ

ジェクト 
みどりのまちなみづくり事業 屋上緑化等の助成 

街路樹等/河川/公園維持管理事業 樹木の適切な維持管理 

公園改修事業（防災機能強化） かまどベンチ等設置 

みどりの中の都市（CITY IN 
THE GREEN）魅力発信プロジェ
クト 

ＣＩＧ民間緑化推進事業（江東区みどりの

情報の発信） 

区報や区ホームページ、ＳＮＳ、ＣＩＧ

キャンペーンで情報発信 

指標 
基準値 

（平成 30年度） 

現状値 
（令和 6年度） 

目標値 
令和 11年度 

緑被率 
18.7％ 

（平成 29年度） 

21.01％ 
（令和 4年度） 

22％ 

緑視率 16.3％ 
17.2％ 

（令和 4年度） 
22％ 

水辺・潮風の散歩道の整備率 
58％ 

（令和元年度） 

61.17％ 
（令和 5年度） 

63％ 

公園面積 438.1ha 
510.2ha 

（令和 6年4 月1 日時点） 
570ha 

区立施設における新たな緑化面積 911 ㎡ 
0 ㎡ 

（令和 5年度） 
― 

区民・事業者による新たな緑化面積 52,599㎡ 
91,048 ㎡ 

（令和 5年度） 
― 
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３ 後期計画における新たな視点 

みどりを取り巻く社会情勢変化、国・東京都・江東区の近年の動向及びみどりの基本計画推進会議における

評価・点検等を踏まえ、後期計画における新たに付け加える視点を以下のとおりとします。 

視点 1 生活様式や価値観の変化・多様化に対応したみどりの活用 

◆国や都の計画等において、公園等の緑地の意義・役割を重要視している。 

◆推進会議においては、地域特性や多様化するニーズ等に対応できる公園づくりの必要性があげられている。 
⇒みどりやオープンスペースの重要性を再認識し、地域ニーズに応じて有効活用 

新型コロナウイルスを契機に

生活様式や価値観の変化 

 みどりやオープンスペースの 

利用等の変化・重要性の再認識 

 生活様式や価値観の変化・ 

多様化に対応したみどりの活用 

○テレワーク等により、時間や場

所に縛られない暮らし方、働き

方などが促進 

○「Well-being（ウェルビーイン

グ）」という考え方が浸透 

 ○自宅での時間が増え、運動不足の解消・ス

トレス緩和の効果が得られる場として活用 

○キャンプ等自然とふれあう需要の拡大 

○テレワーク、健康増進、レクリエーション

の場等、利用形態が多様化 

 ○地域ニーズに応じ、街路空間、公

園・緑地、水辺空間、民間緑地など、

まちに存在する様々なみどりとオ

ープンスペースを柔軟に有効活用 

 
事例１  事例２  

公園 de 園芸療法 

（兵庫県立淡路島公園） 

→園芸療法士による公園を活用 

した園芸療法プログラムが行わ 

れている。 

公園内のコミュニティカフェ 

（神奈川県逗子市） 

→地区公園内に市民の交流の場とする 

ためのコミュニティカフェを設置。 

子育て・子育ち拠点に併設されている。 

 

 

 

視点 2 まちづくりＧＸ（グリーントランスフォーメーション）の推進 

◆世界的な地球温暖化対策、気候変動への適応策の強化（ＣＯ２吸収源対策、暑熱対策、頻発する自然災害等へ

の対応）やネイチャーポジティブ(自然再興：自然を回復軌道に乗せるため、生物多様性の損失を止め、反転

させること)の実現に向けた取組の強化が進められている。 

◆区においても、自然との共生・脱炭素社会への転換にむけた取組の強化を進めている。（「ゼロカーボンシテ

ィ江東区実現プラン」、「（仮称）江東区生物多様性地域戦略」など） 

⇒みどりの多様な機能の発揮による地域の複合的な課題の解消 
 

〈みどりの多様な機能の発揮による地域の複合的な課題の解消イメージ〉 

地域課題等  
地域課題の解消に貢献する 

みどりの多様な機能 
 視点 2 まちづくり GX の推進 

○地球温暖化の防止 

○暑熱対策 

（ヒートアイラインド現象の緩和等） 

○頻発・激甚化する自然災害の被害軽減 

○ネイチャーポジティブの実現 

 〇ＣＯ２吸収・固定 〇緑陰による日射遮断 

〇蒸発散作用による気温上昇抑制 

〇雨水の貯留・浸透 〇避難場所（公園等） 

〇樹木等による延焼遮断 

〇生物の生息・生育の場      等 

 地域の複合的な課題への対応に大き

な役割を有している都市緑地の多様

な機能の発揮する取組等を推進 

 

地域課題の解消 
 

 

 

 

 

 

 

★まちづくり GX（グリーントランスフォーメーション）の推進とは・・・ 

気候変動対応、生物多様性確保、コロナ禍を契機とした Well-being 向上等の課題に対応するため、これらに対し大きな役割

を有している都市緑地の多様な機能の発揮及び都市におけるエネルギーの面的利用の推進を図る取組等を進めていくこと 

 
 
 

視点 3 グリーンインフラの推進 

◆国では、グリーンインフラの目指す姿や取組に当たっての視点を示すとともに、官と民が両輪となって、あ

らゆる分野・場面でグリーンインフラを普及・ビルトインすることを目指した「グリーンインフラ推進戦略

2023」を策定した。 

◆みどりの基本計画においても、グリーンインフラ（みどりの機能）を活用することで、「みどりの中の都市

（CITY IN THE GREEN）」を実現していくこととしている。 

⇒自然環境が有する様々な機能をインフラ整備等にさらに活用。多様な主体の参画により、グリーンインフラ

のもつ機能をさらに発揮 

 グリーンインフラ導入事例と効果  

「雨庭」を整備 
公園や道路等における樹木の 

整備・維持 
コミュニティガーデン活動 

 

 

 

 

 

 

 

 

京都府京都市 

 

 

 

 

 

 

 

 

宮城県仙台市 

 

 

 

 

 

 

 
 
江東区の区立公園等でボランティア

団体による緑化活動を展開 

・「雨庭」：地上に降った雨を一時的に

貯留し、ゆっくり浸透させる構造をも

つ植栽空間→雨水流出の抑制に貢献 

・植栽による景観の向上にも貢献 

・緑陰等による夏の日差しの遮断、雨水の

地下浸透やヒートアイランド現象の緩

和、良好な景観形成、生物多様性の保全

等へ貢献 

・地域住民による維持管理・緑化活動に

よりみどり機能の維持・向上 

・地域コミュニティの形成、健康増進等

に貢献 

出典：「グリーンインフラ実践ガイド(令和5
年 10 月 国土交通省総合政策局環境

政策課)」を基に作成 

写真出典：仙台市 HP 写真出典：江東区みどりの基本計画 

 
 

★グリーンインフラとは・・・ 

自然環境が有する多様な機能（生物の生息・生育の場の提供、良好な景観形成、気温上昇の抑制など）をインフラ整備に活用 

する考え方、またはそのインフラのこと 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：兵庫県淡路景観園芸学校園芸療法課程 HP「<園芸療法課程修了生の活躍
>元教員からの活動報告「公園 de 園芸療法」」 
< https://www.awaji.ac.jp/htcp /topics/p _6816 >（令和 6 年 7 月 16 日閲覧） 

出典：逗子市 HP「緑に囲まれた市⺠のふれあいの場 逗子コミュニティカフェ「カフェちょこっと」」 
<https://www.city.zushi.kanagawa.jp/kosodate/egao/1002588/1002996/1003017/1003023.html>
（令和 6 年 7 月 16 日閲覧） 

出典：環境省 HP「eco jin」 
 

出典：環境省 HP「ecojin」 
 

出典：会津若松市 HP 
 

https://www.awaji.ac.jp/htcp/topics/p_6816
https://www.city.zushi.kanagawa.jp/kosodate/egao/1002588/1002996/1003017/1003023.html
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視点 4 ＤＸ（デジタルトランスフォーメーション）やシティプロモーションによるみどりの魅力発信 

◆区では、ＤＸやシティプロモーションを推進するための組織改正が行われた。 

◆推進会議においては、ＣＩＧの取組等の認知度向上、参加促進につながる情報発信の充実の必要性があげら

れている。 

⇒デジタル技術の活用も含め、区内外へ江東区のみどりの魅力を積極的かつ戦略的にプロモーション 

 

視点 4 ＤＸやシティプロモーションによるみどり

の魅力発信 

 
期待される効果 

取組例・イメージ 

○ＳＮＳ等による「水彩都市・江東」の魅力を発信 

○みどりの魅力発見にむけたマップやＨＰづくり(み

どりに特化したポータルサイト等) 

○区民・事業者との協働によるみどりのまちづくりに

関するプロモーション動画の作成・発信 

○区民・事業者等と連携したイベント等の開催 

○みどりのまちづくりに関する官民の多様なデータ

のオープンデータ化 

 ○インバウンド、区外からの来訪者等の増加 

○住みたいまち、住みつづけたいまちへ 

○区民等による公園等のみどりの活用促進 

○区民・事業者等のみどりの活動等への参加促進 

 

 

地域のみどりへの愛着・誇り、観光振興、賑

わいの創出、コミュニティ形成、経済活性化 

等 
 

 

事例 

流山市ブランディングプラン 

（千葉県流山市） 

「都心から一番近い森のまち」を目指す 

まちのイメージを掲げるとともに、子育 

て世帯を対象に「母になるなら、流山市。」 

｢父になるなら、流山市。」のキャッチフレ 

ーズでＰＲ活動を実施。流山ならではのライ 

フスタイルの数々を紹介するブランディン 

グサイト「ながれやま Style」を運用してい 

る。 

 

★ＤＸ（デジタル・トランスフォーメーション）とは・・・ 

情報通信技術（ＩＣＴ）などの活用により、人々の生活をあらゆる面でより良い方向に変化させること 

★シティプロモーションとは・・・ 

観光・特産品など魅力ある地域資源を国内外に情報発信し、まちの知名度・イメージアップを図ること 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

視点 5 多様な主体との協働による取組の強化 

◆推進会議においては、多様な主体が連携・情報交換できる仕組みの構築や顕彰制度の事業化に向けた具体的

な検討が求められている。また、区民・事業者・区で構成する部会の活動も活発に取り組まれている。 

⇒多様な主体との連携・情報共有、情報発信の充実、顕彰制度等による企業取組意欲の向上等。 

 

視点5 多様な主体との協働による

取組の強化 

 江東区みどりの基本計画推進会議の 

部会の活動状況 

取組例・イメージ 

○区民・みどり活動団体・事業者・

行政等の多様な主体との連携体制

の構築により、計画の推進 

○情報共有・情報発信方法の検討 

○多様な主体の交流機会の拡充 

○顕彰制度等の制度化、制度化後の

選定等への参画 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

有効活用 

 部会の様子 まち歩きや現場視察 

イベントへの参加 

出典：流山市 HP ながれやま Style 
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★施策等の⾒直しのイメージ 
以下に、現行計画への「新たな課題」の反映イメージを示します。 

 
■現行計画の基本方針・施策 

基本 

方針 

施策 

の柱 
施策  

１みどりを水彩都市・江東の魅力づくりに活かします  

  

1-1 水辺を活かしたみどりのネットワークづくり  

  
1-1-1 みどりに彩られたまちをつくります  

1-1-2 生き物が増えるみどりのネットワークをつくります 

1-2 みどりを活かしたまちなみづくり  

  
1-2-1 公共施設、区民・事業者の施設のみどりを増やします  

1-2-2 みどりで魅力ある良好な景観をつくります 

1-3 みどりを活かしたにぎわいづくり  

  

1-3-1 みどりでまちににぎわいをつくります 

1-3-2 オリンピック・パラリンピックの心が残るまちをつくり

ます 

 

2 みどりをより柔軟に使えるようにします  

  

2-1 みんなが楽しく使える公園づくり  

  
2-1-1 地域や利用者に求められる公園をつくります  

2-1-2 みんなで魅力ある公園をつくります  

2-2 みどりを使ったコミュニティづくり  

  
2-2-1 みどりを通してみんなが集まる場所をつくります  

2-2-2 みどりを通してみんなが農体験できる場所をつくります 

3 みどりを安全と生命を支えるために充実させます  

  

3-1 みどりが支える安全・安心なまちづくり  

  
3-1-1 みどりで災害に強いまちをつくります  

3-1-2 身近な公園の防災機能を強化します 

3-2 みどりが支える快適なまちづくり  

  
3-2-1 みどりで快適なまちをつくります  

3-2-2 みどりで地球環境にやさしいまちをつくります 

4 みどりをみんなで守り育て伝えます  

  

4-1 みんなで守り育てるみどりのまちづくり  

  
4-1-1 みんなでみどりを守り育てます  

4-1-2 次世代を担うみどりの人材を育てます  

4-2 みどりの大切さを伝える仕組みづくり  

  
4-2-1 「みどりの中の都市(ＣＩＧ)」のことをもっと広めます 

4-2-2 みんなでみどりを調べ、大切さを伝えます  

 

 

上位・関連計画との整合、連携 

・江東区長期計画（R7.3 改定予定）・江東区環境基本計画（R7.3 策定予定） 

・(仮称)江東区生物多様性地域戦略（R8.3策定予定） など 

後期計画における新たな視点 

中間見直しによる新たな課題 

（１）新たなみどりの創出と、そのみどりの維持が必要 

① 緑化活動のさらなる推進が必要 
⇒緑被率・緑視率ともに低く、未利用地が少ない地域等において屋上緑化、壁面緑化、ベランダ緑化、フェンス緑化等をさら

に推進／区民が利用しやすい屋上緑化等への助成制度の見直し 

② 災害に強いまちづくりとあわせた新たなみどりの創出 

⇒水辺や公園など、江東区の強みを活かした災害に強いまちづくりやオープンスペースの創出・活用 

③ みどりの維持が必要 
⇒管理不足等による民有地の緑地の減少や建替えに伴う樹林等の減少を防止するための仕組み、及び、樹木の適切な更新のた

めの仕組みづくり 

（２）ネイチャーポジティブの実現にむけた取組が必要 

① 関連計画と整合・連携を図り、生物多様性の取組みを推進 

⇒「（仮称）江東区生物多様性地域戦略」と連携した取組の推進による生物多様性の保全・回復（次世代を担うこどもに向け

た環境教育、生物の生息の場となる樹林等の保全や水辺の緑化・ネットワーク化、自然共生サイト認定に向けた啓発等） 

／「都立海の森公園」の活用方法の検討 

⇒都市計画マスタープランとの整合（都立海の森公園周辺を「都心近傍で豊かな自然を感じられるパークエリア拠点」として

位置づけ） 

（３）地球温暖化、気候変動への適応等の複合的な課題解消に向け、グリーンインフラの推進が必要 

① 長寿命化やマネジメント的視点を踏まえた公園の整備・改修が必要 

⇒公園へのニーズが多様化する中、調査研究段階の公園長寿命化とあわせ、公園のマスタープランについても検討が必要 

② 公園等の柔軟な利用に向けた取組を加速していくことが必要 

⇒柔軟な公園の利用方法を区民等と協働のもと検討（こどもの視点に立った安全で健やかに過ごせる居場所等）を進め、公園

等のポテンシャルさらに引き出していくことが必要（令和 4 年度より「江東区立公園内原っぱ整備事業」を実施） 

③ 街路樹の維持管理を充実していくことが必要 

⇒街路樹のもつ機能維持・向上等を踏まえ、伐採後の更新対応も含めた維持管理を行うために更新計画等が必要 

④ 農体験の場の拡充が必要 

⇒区民が農体験できる機会を拡充していくため、新たな区民農園等を整備していくことが必要 

（４）江東区に訪れてみたい、住んでみたい、住み続けたいと思ってもらう取組みが必要 
① 水辺をはじめとした様々なみどりの魅力を積極的かつ戦略的に発信することが必要 

⇒水辺の積極的な利活用／魅力の発信にあたっては、ＤＸを活用 

② 東京オリンピック・パラリンピックのレガシーを継承してくことが必要 

⇒会場として整備された公園スポーツ施設を、区民の身近なスポーツ・レクリエーションの場等としてさらに活用 

（５）区民・事業者・行政の協働による取組を加速していくことが必要 

① 緑化活動を推進していため、その重要性を伝える機会の充実が必要 

② みどりの基本計画推進会議部会の位置づけや仕組みづくりが必要 

③ 検討段階の顕彰制度等の制度化による協働による取組意識の向上が必要 

④ 森林環境贈与税の有効活用が必要 

新たな課題の解消、施策の継続等により「みどりの機能」の拡充を図り、「Well-being の向上」に貢献 

4 課題 
後期計画は、現行計画の中間見直しという視点から、江東区のみどりの現状、現行計画における施策の進捗状況、みどりの関する

区民アンケート、後期計画における新たな視点、上位関連計画との整合性等を踏まえ、「新たに対応が求められる課題」を整理しま

す。これまで、順調に進められてきた施策については、令和 11 年度の目標達成に向け、継続していくことが必要です。 

継
続
す
べ
き
施
策
は
、
令
和1

1

年
度
の
目
標
達
成
に
向
け
、
引
き
続
き
継
続 
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視点 2 

視点 2 

視点 1 

視点 4 

視点 4 

視点 1 

視点 3 

視点 5 

 江東区のみどりの現状 前計画における施策の進捗状況 みどりに関する区民アンケート 

視点 2 視点 1 視点 3 視点 4 視点 5 

視点 2 



 

 1

改定に向けた検討スケジュール 

年⽉ 調査・検討 幹事会 委員会 

令
和
６
年
度 

4
⽉ 

   

5
⽉    

6
⽉ 

   

7
⽉ 

   

8
⽉ 

   

9
⽉ 

   

10
⽉ 

   

11
⽉ 

   

12
⽉ 

   

1
⽉ 

   

2
⽉ 

   

3
⽉ 

   

 

計画準備 

資料２ 

現況調査 
改定の視点 

 
 
 
 
 
 
 
 

改定の検討 
 

ア 各施策の進捗状況    
ヒアリング 

イ みどりの実態調査に基づく
課題整理 

ウ 現状の課題整理 

区⺠意向の把握 
（アンケート調査） 

配付・回収 

集計・解析 

アンケート設計 

幹事会① 7 ⽉ 22 ⽇ 
• 計画改定の概要 
• アンケート調査の内容 委員会① 8 ⽉ 2 ⽇ 

• 後期改定の概要 
• アンケート調査の内容 

 
素案のとりまとめ 

 
計画改定 

幹事会② 10⽉ 23⽇ 
• アンケート調査の結果 
• 課題の検討 

委員会② 11⽉ 14⽇ 
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区民アンケート調査設問項目（案） 

 

 

◆アンケート項目（計 32 問） 

設問項目（案） 回答形式 

①江東区のみどりについて  

問 1 あなたは区内のみどりについて満足していますか。 

1.十分満足している 

2.ほぼ満足している 

3.どちらともいえない 

4.やや不満である 

5.大いに不満がある 

単一回答 

問 2 問 1で「1十分満足している」、「2ほぼ満足している」と回答した方にお伺い

します。その理由はなんですか。 

1.身近にみどりが多い 

2.身近に公園が整備されている 

3.道路沿いのみどりが整備されている 

4.河川や運河沿いのみどりが多い 

5.その他 

複数回答 

問 3 区内では水辺や緑に親しむ機会があると思いますか。 

1.機会がある 

2.どちらともいえない 

3.機会がない 

単一回答 

問 4 あなたのお住まいのまわりのみどりの量は、増えていると思いますか。 

1.増えている 

2.変わらない 

3.減っている 

単一回答 

問 5 みどりが増えていると感じる場所はどこですか。 

1.公園 

2.道路沿い 

3.河川や運河沿い 

4.学校 

5.住宅地 

6.店舗や会社 

7.社寺境内 

複数回答 

・黄色ハッチ：指標となる設問 

・赤文字：前回改定時のアンケート調査票から文言や設問内容等を修正した箇所 

・青文字：前回改定時のアンケート調査票から設問を追加した箇所 

資料４ 
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8.その他 

9.増えていると感じる場所はない 

問 6 みどりが減っていると感じる場所はどこですか。 

1.公園 

2.道路沿い 

3.河川や運河沿い 

4.学校 

5.住宅地 

6.店舗や会社 

7.社寺境内 

8.その他 

9.減っていると感じる場所はない 

複数回答 

問 7 あなたのお住まいのまわりのみどりで、今後増やしていきたいみどりはどれで

すか。 

1.戸建て住宅のみどり 

2.マンションやアパートのみどり 

3.大規模な団地のみどり 

4.商店街や店舗のみどり 

5.大きな樹木 

6.事業所や企業のみどり 

7.社寺境内のみどり 

8.学校等の公共施設のみどり 

9.道路沿いのみどり 

10.河川や運河沿いの散歩道 

11.公園や広場 

12.その他 

複数回答 

問 8 区内のみどりの中で、お気に入りの場所とその理由を教えてください。 

お気に入りの場所： 

理由        ： 

記述 
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設問項目（案） 回答形式 

②暮らしの中でのみどりとのかかわりについて  

問 9 みどりがあってよかったと感じるのは、どんなときですか。 

1.快適に暮らせる 

2.季節を感じられる 

3.生き物の豊かさが感じられる 

4.子育てしやすい 

5.こどもたちの環境学習に役立つ 

6.健康づくりに役立つ 

7.スポーツ活動が楽しめる 

8.育てる・収穫する喜びが感じられる 

9.みどりのある景色に癒される 

10.多くの人と趣味を共有できる 

11.みどりを通して近所の一体感が生まれる 

12.文化的な活動ができる 

13.野外活動を楽しめる 

14.まちににぎわいが生まれる 

15.江東区らしい個性が感じられる 

16.美しいまちなみが保たれていて気持ちいい 

17.災害時の安全性が感じられる 

18.その他 

19.よかったと感じることは、あまりない 

複数回答 

問 10 問 9 で「よかったと感じることは、あまりない」に○をつけた方にお伺いし

ます。その理由はなんですか。 

1.身近なところにみどりが少ない 

2.魅力的なみどりがない 

3.みどりに関する情報・知識がない 

4.みどりに関心がない 

5.わからない 

6.その他 

複数回答 

問 11 江東区らしい風景をつくっていると感じられる場所があれば教えてくださ

い。 

記述 
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設問項目（案） 回答形式 

③みどりに関する活動について  

問 12 みどりによって、まちやくらしを魅力的にするために取り組んでいること・

取り組みたいことがあれば教えてください。 

1.近くの公園や道ばた、水辺等での花壇づくりの企画や参加 

2.家の庭先やベランダでの庭木やみどりのカーテン・鉢植えづくり 

3.公園や水辺の清掃や街路樹の手入れなどの活動 

4.自然観察会や生き物しらべ活動の企画や参加 

5.ポケットエコスペース（ビオトープ）の管理 

6.田んぼの学校での稲作体験 

7.農園での野菜づくり 

8.緑道や水辺での健康づくり 

9.カヌーやSUP など川を楽しむ活動の企画や参加 

10.江東区のみどりや水辺をめぐるまちあるきツアーの企画・参加 

11.ガーデニング教室やみどりに関する講習会の企画・参加 

12.「緑の募金」等への協力 

13.公園でのイベントの企画・参加 

14.冒険遊び場の運営 

15.ブロック塀の生垣化 

16.壁面や屋上の緑化 

17.その他 

複数回答 

問 13 問 12 の“取り組みたいこと”に取り組む上で妨げになっていることやすぐに

それができない理由がありますか。（あてはまるもの全てに○）  

1.取り組み方法についてどこに相談すればいいのかわからない 

2.取り組むために必要な情報が得られない 

3.近所の人と話し合うきっかけや機会がない 

4.同じ関心を持った人たちと出会う機会がない 

5.十分な時間がない 

6.その他 

複数回答 
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設問項目（案） 回答形式 

④公園の利用状況等について  

問 14 あなたが、江東区内の公園でよく利用する公園とその理由を教えてくださ

い。 

よく利用する公園： 

理由： 

記述 

問 15 普段どれくらい公園を利用していますか。 

1.毎日 

2.週に2 回以上 

3.週に1 回程度 

4.月に 2～3 回程度 

5.月に1 回程度 

6.年に数回程度 

7.利用しない 

単一回答 

問 16 問 14 で回答した公園の主な利用目的はなんですか。 

1.休憩・休息のため 

2.子どもや孫の遊び場として 

3.体操やウォーキングなど健康増進のため 

4.球技などのスポーツをするため 

5.鳥や昆虫などの生き物を観察するため 

6.景色を楽しむため 

7.家族や友達などとレクリエーションを楽しむため 

8.各種の行事やイベントに参加したり、開催したりするため 

9.地域による公園管理にボランティアとして参加するため 

10.その他 

複数回答 
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設問項目（案） 回答形式 

問 17 あなたにとって身近な公園は、どのような公園であることが望ましいですか。 

1.自然の恵みや生き物の豊かさが感じられる公園 

2.大きな樹木が育ち木陰が心地よい公園 

3.こどもを安心して遊ばせることができる公園 

4.こどもが自由で創造的な遊びができる公園 

5.健康遊具等が充実している等、健康づくりに役立つ公園 

6.誰もが使いやすいインクルーシブな公園注 1 

7.広場スペースが確保されており、イベントが開催しやすい公園 

8.カフェやコンビニエンスストア等の飲食施設が充実している公園 

9.防災倉庫やかまどベンチ等が充実し、災害時に役立つ公園 

10.花壇が美しく手入れされている公園 

11.ベンチやテーブル等が充実し、ゆっくり過ごすことができる公園 

12.ドッグランが整備された公園 

13.区民活動が活発な公園 

14.気軽にスポーツができる公園 

15.自然環境が持つ多様な機能を活用している公園（グリーンインフラ） 

16.水遊びができる公園 

17.日よけや屋根付きの休憩所のある公園 

18.その他 

注 1）公園を訪れる全ての人たちが、障害の有無や身体的能力にかかわらず一緒に 

1 遊ぶことができるように整備された公園 

複数回答 

問 18 江東区では、公園や児童遊園等の利用について、禁止事項を設けています。個

別の禁止事項の定め方について、どのように考えますか。 

1.全ての公園で一律に禁止すべき 

2.一部の公園やエリアに限って禁止すべき 

3.全ての公園で認めるべき 

4.わからない 

＜項目＞ 

ア.犬（ペット）の連れ込み、イ.硬いボールを使用した遊び、ウ.自転車の乗り入れ 

各項目 

単一回答 

問 19 法律の改正等により公園活用の可能性が広がってきていますが、公園で以下の

ことができればやってみたいですか。 

1.公園での活動の企画や運営 

2.マルシェやフリーマーケット等の出店 

3.キャンプ、バーベキュー 

4.公園のクリーンアップ 

5.樹木の手入れ 

6.プレーリーダーがいる冒険遊び場での遊び 

7.菜園での野菜づくり 

8.ベンチや樹木等の公園への寄付 

複数回答 
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9.花壇づくり・ガーデニング 

10.その他 

設問項目（案） 回答形式 

⑤みどりに関する区の施策について  

問 20 マンションやアパートにお住まいの方にお伺いします。ベランダガーデニング

に興味がありますか。（1つに○） 

1.興味があり、既に取り組んでいる 

2.興味がない 

3.興味はあるが、取り組んでいない 

4.どちらでもない 

単一回答 

問 21 問 20 で「3 興味はあるが、取り組んでいない」に○をつけた方にお伺いしま

す。どのような条件が整えば、ベランダガーデニングに取り組んでみようと思います

か。（あてはまるもの全てに○） 

1.ベランダに十分なスペースが確保できる 

2.ベランダにシンクが設置できる 

3.ベランダにプランター等を置く台がある 

4.緑のカーテンを設置するためのフックがある 

5.ベランダガーデニングの知識がある 

6.ベランダガーデニングに取り組む時間がある 

7.隣近所の理解が得られる 

8.その他 

複数回答 

問 22 江東区が目指すみどりのまちづくりの基本となる考え方である「みどりの中の

都市（CITY IN THE GREEN）」、また、「CITY IN THE GREEN」のキャッチフレーズである

「ＣＩＧ」をご存じですか。 

1.両方とも知っている 

2.「みどりの中の都市（CITY IN THE GREEN）」は知っている 

3．「ＣＩＧ」は知っている 

4．両方とも知らない 

単一回答 
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設問項目（案） 回答形式 

問 23 江東区では、「CITY IN THE GREEN」の実現を目指して、「みどりの中の都市」

をイメージした緑化推進事業を実施しています。以下のような取組をご存知ですか。

（各項目につき 1つに○） 

1.内容も含めて知っている 

2.名前だけ知っている 

3.知らない 

＜項目＞ 

1.CITY IN THE GREEN の推進 

2.コミュニティガーデン活動の支援 

3.ボランティア団体との連携によるポケットエコスペース活動 

4.区立施設における屋上・壁面緑化の推進 

5.建物建設時の緑化指導 

6.みどりのコミュニティ講座の開催 

7.屋上等緑化・花壇等緑化への助成 

8.保護樹木・保護樹林の指定 

9.年間を通し遊びやすい公園を目指した「原っぱ整備事業」 

10.河川や運河沿いを散歩道として整備 

11.駅前広場等にシンボルツリーを整備 

12.橋のたもと（橋台敷）の緑化 

13.公園の接道部に花の咲く低木を植栽 

14.地域の歴史的背景や特性に応じた樹種による公園の緑化 

15.街路樹や公園樹木の剪定等で発生する枝等のチップ化、堆肥化 

各項目 

単一回答 

問 24 緑化を進める上で、どんな取組が必要だと思いますか。（あてはまるもの全て

に○） 

1.生き物との共生を進める取組 

2.自然環境を守る取組 

3.木陰を増やす取組 

4.遊び場の多い環境づくり 

5.レクリエーションのできる環境づくり 

6.どこにでも草花が咲く環境づくり 

7.木が育つ環境づくり 

8.災害に強いまちづくり 

9.安全に暮らせるまちづくり 

10.健康に暮らせるまちづくり 

11.江東区らしい個性を感じる景観づくり 

12.みどりの育成等を進める人材育成 

13.みどりを通したコミュニティづくり 

14.みどりを通したにぎわいづくり 

15.その他 

複数回答 
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設問項目（案） 回答形式 

⑥生物多様性について  

問 25 地球上には何百万種類もの生き物が存在し、これらの生き物が例えば食べ

る、食べられるなど、お互いを利用し、支え合うといったつながりの中で生きている

ことを「生物多様性」と呼びます。この「生物多様性」の言葉の意味を知っていまし

たか。 

1.意味を知っていた 

2.意味は知らなかったが、言葉は聞いたことがある 

3.言葉も聞いたことがない 

単一回答 

問 26 さまざまな自然の恵みをもたらす生物多様性を保全するために、江東区では

どのような取り組みが必要だと思いますか。 

1.区内の動植物の生育環境の保全や管理 

2.事業者や区民が自然環境保全活動をしやすい環境づくり 

3.自然環境の保全活動をしているNPO や区民活動の支援 

4.生物多様性に関する普及啓発・環境学習などの充実 

5.公園や緑地の整備など、自然環境を保全する施策 

6.特になし 

複数回答 

 

設問項目（案） 回答形式 

⑦その他、みどりに対するご意見  

問 27 上記設問のほか、江東区のみどりに対するご意見がございましたら、お聞か

せください。（江東区みどりの基本計画の全文は、区ホームページで閲覧いただけま

す。） 

※いただいたご意見や区の考え方は、後日、区ホームページで公表いたします。な

お、ご意見に対する個別回答は行いませんので、あらかじめご了承ください。 

記述 
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設問項目（案） 回答形式 

⑦属性  

問 28 あなたの年齢をお答えください。 

1.20 歳未満 

2.20 歳代 

3.30 歳代 

4.40 歳代 

5.50 歳代 

6.60 歳代 

7.70 歳代 

8.80 歳以上 

単一回答 

問 29 あなたのお住まいは次のうちどちらですか。 

1.白河・小松橋 

2.富岡・東陽 

3.豊洲 

4.亀戸 

5.大島 

6.砂町 

7.湾岸 

単一回答 

問 30 同居家族 

1.小学生就学前のこどもがいる 

2.小学生・中学生・高校生のこどもがいる 

3.1～2に該当する人はいない 

複数回答 

問 31 住居形態 

1.持ち家一戸建て 

2.持ち家集合住宅 

3.賃貸一戸建て 

4.賃貸集合住宅 

5.その他 

単一回答 

問 32 居住年数 

1.5年未満 

2.5年以上 10年未満 

3.10 年以上 15 年未満 

4.15 年以上 20 年未満 

5.20 年以上 

単一回答 
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《参考》 

◆区民評価に関する目標 

指標 平成 30 年度 

現状値 

出典等 

みどり（水辺と緑）に満足している区民の割合 74.4％ 

（令和元年度） 

江東区長期計画 区民アンケ

ート結果 

（令和元年 9月実施） 

みどりがあることで美しいまちなみが保たれて

いて気持ちいいと思う区民の割合 

61.2％ 前回アンケート問 8 

 

みどりがあることで子育てしやすいと思う区民

の割合 

44.5％ 前回アンケート問 8 

みどりがあることで災害時の安全性が感じられ

る区民の割合 

43.9％ 前回アンケート問 8 

みどりに関する活動に取り組んでいる区民の割

合 

43.6％ 前回アンケート問 11 

 


